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個票 24 魚道などの設置による連続性の確保 〔河 2(3)①5-1、河 3(2)①5-1〕 

(２０１０年作成・２０１２年追加) 

配慮の視点  種の多様性への配慮 配 慮

項目 

野生生物の移動を阻害する要素の

排除 遺伝子の多様性への配慮 

配慮事項 野生動物の移動ルートの確保 

配慮事例 魚道などの設置など、魚類などにとっての河川や渓流、周辺水路、止水域、

河口までの連続性の確保 

内

容 

● 魚道などの設置による連続性の確保 

【解説】 

河川に生息する水生生物は、幼魚期、産卵期など季節に応じて河川を上下流に移

動したり、周辺と連続する支川・水路・水田などを利用しないと生きていけない

種類がいます。近年河川では、横断工作物で本流が分断されているのみならず、

護岸・樋門・集水枡などによって周辺の小さな水域とも分断が進んでいるため、

これを緩和し、生き物の住みやすい流域作りに配慮することで生物多様性の向上

につながります。 

【具体的な工法・配慮事項】 

●魚道の設置 

 主な魚道の種類 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：3 

 

① 堰堤の高さが高い場合に

は，魚類が遡上できるよう

魚道を設置します。 

② 部分的な魚道よりも，河川

全断面の魚道の方が効果

的です。 



 45 

主な魚道の種類 2 

 
出典：3 

●堰堤の構造の検討 

 

出典：3 

 

 

 

【事例 1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：2 

 

【事例 2】 

① 魚がジャンプし易いように，堰堤の直下に淵が形成される構造とする。 

② 堰を垂直にせず斜面にすることで，魚の上り下りをより容易にする。 

【場所】 
兵庫県 青野川 青野ダム多自然型魚道 

【環境配慮の内容と方法、工法】 
・ 青野ダム魚道の中流部は、魚道を蛇

行させて多自然型とし、魚の休み場
となるワンドや淵を創出している。 

・ 自然石の配置により底生魚などの遡
上機能を高めている。 

・ 魚道の勾配は 1/40。 
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出典：1 

 

 

 

 

 

【事例３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：４ 

 【場所】 

  兵庫県 住吉川 

 【環境配慮の内容と方法、工法】 

  ・川幅が小さく水量の変動が大きい河川で、かつ基本水量が少ないため、 

「水辺の小わざ魚道」工法により魚道を設置した。 

  ・自然石によって流速や水深が異なる多様な流況を創出している。 

 

 

【場所】 
兵庫県 杉原川 

【環境配慮の内容と方法、工法】 
・ 渇水期に水量が減少し、伏流することがおおいため、河幅の 1/3程度中央部を

切り下げ、常に水が流れているように配慮した。 
・ 水の溜まりを確保するため、護床工の中央部を低くした。 
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